
霜し
も
つ
き月　

第
６
８
１
・
特
別
号

近
年
、
海
の
環
境
変

化
は
著
し
い
。
そ
の
た
め
宗
像
で
は
四
年

前
よ
り
宗
像
国
際
環
境
一
〇
〇
人
会
議
を

立
ち
上
げ
、海
の
再
生
を
実
践
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
が
宗
像
市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
は
、天
皇
陛
下
が
皇
太
子
時
代
か
ら
出

席
さ
れ
、
陛
下
の
御
研
究
や
御
言
葉
な
ど

か
ら
も
そ
の
御
関
心
の
高
さ
が
拝
察
で
き

る
。
し
か
し
、そ
の
海
が
目
に
見
え
る
形
で

変
化
し
て
い
る
。
昨
夏
の
玄
界
灘
の
海
水

温
度
は
三
十
度
ま
で
上
昇
。
沖
ノ
島
で
は

サ
ン
ゴ
が
広
が
り
南
方
の
魚
が
生
息
、磯
焼

け
も
各
所
で
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
日
の
海
の
問
題
は
誰
し
も
理
解
で
き
る

が
、
三
十
六
年
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い

る
陛
下
の
先
見
性
は
、只
々
敬
服
の
至
り
で

あ
る
。
さ
ら
に
、皇
后
陛
下
に
は
、行
幸
啓

に
先
立
つ
八
十
三
歳
の
御
誕
生
日
に
、マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
魚
の
問
題
に
ま
で
言

及
さ
れ
て
い
る
。
環
境
問
題
は
全
て
人
類

が
招
い
た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
地
球

の
七
割
を
占
め
る
海
の
実
態
を
把
握
し
、

一
刻
も
早
く
海
の
再
生
に
取
り
組
み
、
危

機
的
状
況
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
参
拝

海
の
鎮
守
の
森
基
金
創
設
・
造
営
日
記

国
宝
・
奈
良
三
彩
小
壺
を
復
元 

奉
納

秋
季
大
祭
斎
行

沖
ノ
島
祭
祀

神
宝
館
だ
よ
り
・
西
日
本
菊
花
大
会

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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次
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天皇・皇后両陛下御参拝

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
参
拝　
御
日
程

14
時
50
分　
勅
使
館
前
御
着

14
時
53
分　
御
休
憩

15
時
15
分　
勅
使
館
御
発

15
時
18
分　
御
参
拝

15
時
35
分　
御
休
憩

15
時
39
分　
応
接
室
御
発

15
時
40
分　
沖
ノ
島
出
土
国
宝
御
覧（
饗
膳
室
）

15
時
59
分　
饗
膳
室
御
発

16
時
00
分　
御
休
憩

16
時
24
分　
勅
使
館
御
発

宗
像
大
神
に
は
、歴
代
天
皇
を
お
助
け
す
れ
ば
、

歴
代
天
皇
か
ら
お
祭
り
戴
け
る
と
の
神
勅（『
日
本

書
紀
』七
二
〇
年
）、こ
の
天
皇
の
皇
祖
神
で
あ
る
天

照
大
神
か
ら
の
御
言
葉
が
今
も
大
切
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。そ
し
て
、平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日
、

有
史
以
来
、初
め
て
、天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
の
御

参
拝
を
賜
っ
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
で
天
候
も
心
配
さ
れ
た
が
、

空
は
晴
れ
わ
た
り
、拝
殿
に
降
り
注
ぐ
西
日
は
神
勅

の
扁
額
を
照
ら
し
、両
陛
下
は
そ
の
光
に
導
か
れ
る

よ
う
に
参
道
を
進
ま
れ
、立
玉
串
を
捧
げ
ら
れ
た
。

神
勅
が
結
実
さ
れ
た
瞬
間
を
目
の
当
り
に
し
た
参

列
者
た
ち
は
、歴
史
的
な
場
面
を
共
有
で
き
た
喜
び
、

中
に
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
を
浮
か
べ
る
人
々
も
少
な

く
な
か
っ
た
。

宗
像
大
社
で
は
、十
月
二
十
九
日
の
記
念
す
べ
き

日
を「
豊
饒
祭
」と
い
う
祭
日
と
し
、豊
か
な
海
、山
、

川
、田
畑
を
願
う
恒
例
祭
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ

と
と
し
た
。

　
　
○　
○　
○

こ
の
度
の
行
幸
啓
は
、第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会
が
宗
像
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、七
月
五
日

に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
も
見
舞

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、十
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
日

の
四
日
間
の
御
滞
在
と
な
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
、二
十
九
日
、第
三
十
七

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会
に
御
台

臨
の
後
、鐘
崎
漁
港
の
放
流
行
事
が
天
候
の
影
響
で

取
り
や
め
と
な
り
、予
定
よ
り
早
い
十
四
時
五
十
分
、

御
料
車
に
て
勅
使
館
前
に
御
着
。
境
内
に
集
ま
っ
た

三
〇
〇
名
の
奉
迎
を
受
け
ら
れ
、勅
使
館
に
て
御
休

憩
の
後
、葦
津
宮
司
の
先
導
に
よ
り
勅
使
館
よ
り
本

殿
に
進
ま
れ
、御
拝
礼
さ
れ
た
。

そ
の
後
、勅
使
館「
饗
膳
の
間
」に
て
沖
ノ
島
の
古

代
祭
祀
の
奉
献
品（
内な

い
こ
う行
八は

ち

花か

文も
ん
き
ょ
う鏡
、勾ま

が
た
ま玉
、棗な

つ
め
だ
ま玉
、

臼う
す
だ
ま玉

、ガ
ラ
ス
製
玉た

ま
る
い類

、
鉄て

っ
け
ん剣

、
鉄て

っ
と
う刀

、
鉄て

つ

地じ

銀ぎ
ん
ば
り張

鎺は
ば
き

、
水す

い
し
ょ
う晶
製せ

い

三み

わ輪
玉だ

ま

、
切き

り

子こ

玉だ
ま

、
鉄て

つ
し
ん
ぎ
ん
ば
り

芯
銀
張
捩ね

じ

り

環か
ん
と
う頭

、
金こ

ん
ど
う
せ
い

銅
製
龍り

ゅ
う
と
う頭

一い
っ
つ
い

対
、
奈な

ら良
三さ

ん
さ
い彩

小こ

壺つ
ぼ

）を
御

覧
。こ
れ
に
先
立
ち
、葦
津
宮
司
よ
り
宗
像
の
歴
史
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
ま
で
の
経
緯
を
御
説
明
し
た

と
こ
ろ
、特
に
世
界
遺
産
登
録
に
あ
た
っ
て
の「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
」「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」の
キ
ー

特
別
奉
送
迎
者

松
尾　
新
吾

石
原　
　
進

長
尾　
亜
夫

出
光　
芳
秀

海
老　
敏
幸

川
崎　
隆
生

寺
島　
俊
基

河
辺　
　
紘

安
永　
洽
允

福
田　
伸
孝

出
光　
昭
介

麻
生　
　
泰

伊
東
信
一
郎

二
橋　
岩
雄

鍋
島　
英
幸

松
石　
偵
己

島
田　
隆
士

麻
生　
　
渡

吉
田　
益
美

置
鮎
玄
二
郎

沖
西　
敏
明

倉
元　
亮
兒

松
井　
善
德

太
田　
可
愛

髙
向　
正
秀
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天皇・皇后両陛下御参拝

ワ
ー
ド
に
御
感
心
を
寄
せ
ら
れ
、世
界
遺
産
登
録
の

御
祝
意
も
賜
わ
っ
た
。

奉
献
品
に
つ
い
て
は
、
陛
下
は
精
巧
な
技
術
に
感

嘆
さ
れ
、今
日
ま
で
の
保
存
に
つ
い
て
の
労
い
の
御
言

葉
も
あ
り
、宮
司
は
研
究
者
の
協
力
を
得
て
歴
史
を

さ
ら
に
解
明
し
た
い
と
お
答
え
し
た
。
ま
た
、饗
膳

室
に
飾
ら
れ
た
西
日
本
菊
花
大
会
の
盆
栽
菊
も
鑑
賞

さ
れ
た
。

十
六
時
二
十
四
分
、御
料
車
に
て
勅
使
館
前
を
御

発
。
こ
れ
に
先
立
ち
、谷
井
宗
像
市
長
、花
田
宗
像

市
議
会
議
長
が
玄
関
前
に
て
挨
拶
の
後
、特
別
奉
送

に
立
っ
た
職
員
に
も
労
い
の
御
言
葉
を
賜
っ
た
。
境
内

の
外
で
は
約
五
千
人
を
超
え
る
人
々
が
沿
道
で
国
旗

小
旗
を
振
る
姿
に
、両
陛
下
は
御
料
車
か
ら
各
所
で

丁
寧
に
応
え
ら
れ
、お
心
遣
い
の
余
韻
は
そ
の
後
も

さ
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

宗
像
大
社
を
後
に
さ
れ
た
両
陛
下
は
北
九
州
市
の

御
宿
に
戻
ら
れ
、福
岡
最
後
の
夜
を
過
ご
さ
れ
た
が
、

周
辺
に
は
約
一
万
二
千
人
の
県
民
、さ
ら
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
戸
畑
祇
園
大
山
笠
も
加
わ

り
、提
灯
行
列
が
行
わ
れ
た
。
両
陛
下
は
お
宿
の
窓

か
ら
提
灯
を
振
っ
て
応
え
ら
れ
、感
謝
の
御
言
葉
が

参
加
者
に
伝
え
ら
れ
る
と
、周
辺
か
ら
歓
喜
の
声
が

響
き
渡
っ
た
。

末
筆
な
が
ら
、こ
の
日
を
願
い
続
け
て
こ
ら
れ
た

先
達
た
ち
を
は
じ
め
、御
尽
力
戴
い
た
関
係
各
位
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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に
沈
め
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
随
時
、募
金
箱
を
作
成
し
、多
く
の
人
に

海
の
環
境
再
生
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

                  

宗
像
国
際
環
境
一
〇
〇
人
会
議

m
unakata-eco100.net

海の鎮守の森基金創設

~

勅
使
館
竣
工~

清
め
の
雨
降
る
十
月
六
日
、勅
使
館
竣
工
祭
が

執
り
行
わ
れ
、設
計
監
理
の
種
村
強
建
築
設
計
・

施
工
の
溝
江
建
設
株
式
会
社
を
は
じ
め
建
設
に
携

わ
っ
た
業
者
の
方
々
の
ご
参
列
の
も
と
、
午
前

十
一
時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

以
前
の
建
物
は
昭
和
四
十
六
年
に
勅
使
の
ご
参

向
に
併
せ
建
設
さ
れ
、そ
の
後
貴
賓
館
と
し
て
使

用
し
て
い
た
が
、新
た
な
建
物
も
主
に
参
拝
さ
れ

る
方
の
接
遇
の
施
設
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

造
営
日
記
37

宗
像
国
際
環
境
一
〇
〇
人
会
議
で
は
、こ
の
た
び

の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
記
念
し
て
、海
を

再
生
さ
せ
る
た
め
の
竹
漁
礁
づ
く
り
を
は
じ
め
、広

く
海
に
関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う
た
め「
海
の
鎮
守
の

森
基
金
」募
金
箱
が
作
成
さ
れ
た
。

十
月
二
十
五
日
、当
日
は
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

に
地
元
の
高
校
生
や
巫
女
な
ど
も
加
わ
り
、約
三
十

人
が
当
社
に
集
ま
り
募
金
箱
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
た
。

素
材
は
前
日
に
福
岡
県
立
水
産
高
校
の
生
徒
等
が
山

か
ら
切
り
出
し
た
竹
を
使
用
し
、節
を
挟
ん
で
切
り
、

お
金
を
入
れ
る
穴
を
開
け
、最
後
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

り
、約
五
十
個
の
竹
の
募
金
箱
を
完
成
さ
せ
た
。

完
成
し
た
募
金
箱
は
、当
社
を
は
じ
め
公
共
施
設

や
協
賛
企
業
な
ど
に
来
年
の
夏
ま
で
目
標
額
を
決
め

ず
設
置
し
、海
の
再
生
事
業
に
活
用
さ
れ
る
。
ま
た
、

募
金
箱
と
し
て
使
用
し
た
竹
は
、竹
短
冊
に
し
て
願

い
ご
と
を
書
き
、来
夏
に
予
定
さ
れ
る
第
五
回
宗
像

国
際
環
境
一
〇
〇
人
会
議
に
て
竹
漁
礁
と
一
緒
に
海

饗膳室

第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会
記
念
事
業

「
海
の
鎮
守
の
森
」基
金
創
設
　 

宗
像
国
際
環
境
一
〇
〇
人
会
議
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も
の
を
三
口
厳
選
さ
れ
、千
三
百
年
前
に
沖
ノ
島
や

大
島
で
奉
納
さ
れ
た
当
時
の
輝
き
を
彷
彿
と
さ
せ
る

見
事
な
奈
良
三
彩
小
壺
と
な
っ
た
。

緑
と
褐
色
、白
の
三
色
が
鮮
や
か
に
仕
上
がっ
た
三

口
の
奈
良
三
彩
小
壺
は
、天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
す
る「
勅
使
館
」正
面
玄
関
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

国宝・奈良三彩小壺を復元 奉納

十
月
十
八
日
、唐
津
焼
を
受
継
ぐ
第
十
四
代
中
里

太
郎
右
衛
門
氏
が
、約
二
年
に
亘
っ
て
復
元
し
た
奈

良
三
彩
小
壺
三
口
が
奉
納
さ
れ
た
。

当
日
は
夫
人
の
夕
起
子
氏
を
伴
い
来
社
。マ
ス
コ
ミ

の
取
材
を
受
け
た
後
、本
殿
で
奉
納
式
に
臨
ま
れ
た
。

修
祓
、祝
詞
奏
上
の
後
、三
方
に
載
せ
ら
れ
た
三
口

の
小
壺
が
、当
代
に
よ
っ
て
拝
殿
前
部
に
進
め
ら
れ
、

奉
仕
神
職
に
よ
っ
て
大
前
へ
捧
げ
ら
れ
た
。

今
回
の
奉
納
は
、神
宝
館
の
国
宝
・
奈
良
三
彩
小

壺
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
復
元
の

運
び
と
な
り
、約
二
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
か
け
て

奉
納
さ
れ
た
。

こ
の
間
、白
地
を
だ
す
た
め
に
奈
良
の
土
と
唐
津

の
白
い
土
を
混
ぜ
た
り
、唐
三
彩
を
焼
い
た
中
国
洛

陽
の
窯
元
ま
で
訪
ね
て
、
風
合
い
を
出
す
た
め
に
薪

を
用
い
た「
の
ぼ
り
窯
」で
焼
く
な
ど
、試
行
錯
誤
が

繰
り
返
さ
れ
た
。

奉
納
品
は
六
十
口
の
中
か
ら
釉
薬
に
気
泡
の
な
い

正面玄関・中里太郎右衛門氏復元の奈良三彩

国
宝
・
奈
良
三
彩
小
壺
を
復
元　

奉
納

第
十
四
代
中
里
太
郎
右
衛
門
氏
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秋季大祭斎行

秋
季
大
祭（
十
月
一
～
三
日
）。
例
祭
の
二
日
は
雨

に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、一
日
の
陸
上
神
幸
で
は
初

の
試
み
と
な
る
神
輿
で
の
入
御
も
無
事
行
な
わ
れ
、

三
日
間
に
亘
り
多
く
の
参
拝
者
の
も
と
恙
無
く
執
り

行
わ
れ
た
。

一
日
の
み
あ
れ
祭
は
約
二
百
隻
の
漁
船
が
奉
仕
船

団
を
編
成
、大
島
よ
り
神
湊
ま
で
勇
壮
な
御
神
幸
を

繰
り
広
げ
た
。
こ
の
模
様
を
一
目
見
よ
う
と
五
月
松

原
か
ら
江
口
、神
湊
ま
で
の
海
岸
線
に
は
多
く
の
方
々

が
詰
め
か
け
た
。
引
続
き
神
湊
よ
り
玄
海
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
神
輿
を
自
動
車
に
載
せ
て
御
動

座
、同
セ
ン
タ
ー
よ
り
辺
津
宮
神
前
ま
で
は
、初
め

て
神
輿
を
担
い
で
の
入
御
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。

本
年
よ
り
、全
長
十
二
キ
ロ
の
御
神
幸
を
宗
像
市

消
防
団
始
め
協
力
企
業
等
総
勢
百
二
十
名
余
の
方
々

に
担
い
で
頂
い
た
。
三
基
の
神
輿
を
四
交
代
で
奉
仕

し
、第
一
鳥
居
か
ら
は
氏
子
青
年
会
の
奉
仕
に
よ
り

宮
入
り
が
さ
れ
た
。
こ
こ
に
御
奉
仕
の
方
々
を
始
め

協
力
頂
い
た
関
連
各
機
関
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、入
御
祭
で
は
、主
基
地
方
風

俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
一
日
目
を
終
え
た
。

二
日
は
、早
朝
に
流
鏑
馬
神
事
の
奉
納
、例
祭
で

は
宮
地
嶽
神
社
献
幣
使
と
共
に
赤
嶺
和
幸
氏
が
氏

子
奉
幣
使
を
つ
と
め
、能
楽
喜
多
流
に
よ
る
翁
舞
が

奉
奏
さ
れ
た
。

秋
季
大
祭
斎
行

三
日
は
、総
社
祭
を
斎
行
、玄
海
中
学
校
女
子
中

学
生
に
よ
る
浦
安
舞
を
奉
奏
。
引
続
き
高
宮
、第
二

宮
第
三
宮
、宗
像
護
国
神
社
に
そ
れ
ぞ
れ
神
職
が
赴

き
祭
典
を
奉
仕
し
た
。

秋
季
大
祭
の
締
め
く
く
り
と
し
て
高
宮
神
奈
備

祭
を
斎
行
、
多
く
の
参
列
が
あ
る
中
、
浄
闇
の
中
、

悠
久
舞
を
奉
奏
し
三
日
に
亘
る
辺
津
宮
の
大
祭
を
終

え
た
。

陸上神幸

入御祭

高宮神奈備祭
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沖ノ島祭祀

玄
界
灘
の
孤
島
、宗
像
沖
ノ
島
。
そ
こ
で
の
人
間

活
動
の
歴
史
は
縄
文
時
代
前
期（
約
六
〇
〇
〇
年
前
）

に
遡
る
。
沖
ノ
島
の
発
掘
調
査
で
は
、縄
文
時
代
か

ら
弥
生
時
代
の
土
器
が
一
定
量
出
土
し
て
い
る
。
多

く
の
人
々
が
、こ
の
玄
界
灘
の
孤
島
を
訪
れ
て
い
た

の
だ
。
こ
の
島
で
獲
る
こ
と
が
で
き
た
、
豊
か
な
海

の
幸
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
海
の
幸

を
恵
む
島
の
働
き
に「
神
」に
近
い
存
在
を
感
じ
、信

仰
の
対
象
と
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
、そ

の
時
代
の
祭
り
の
痕
跡
は
、
特
定
し
に
く
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、古
墳
時
代
、四
世
紀
後
半
に
な
る
と
、

多
量
の
貴
重
な
品
々
を
供
え
た
神
祭
り
の
痕
跡「
祭

祀
遺
跡
」が
明
確
と
な
り
、平
安
時
代
の
一
〇
世
紀

初
頭
頃
ま
で
連
綿
と
受
け
つ
が
れ
て
い
く
。
古
代
の

神
祭
り
の
跡
が
残
る
の
は
、
沖
ノ
島
の
南
側
、
標
高

八
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
で
あ
る
。こ
こ
に
は
、島

を
形
づ
く
る
岩
石（
石せ

き

英え
い

斑は
ん

岩が
ん

）の
白
い
巨
岩
が
累
々

と
重
な
る
。
高
さ
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の

も
あ
る
。
こ
の
直
下
に
は
、沖
ノ
島
で
唯
一
、船
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
港
が
位
置
し
、真
水
が
湧
い
て

い
る
。
古
代
、船
で
沖
ノ
島
に
渡
っ
た
人
々
は
、島
の

南
斜
面
、船
着
場
の
上
に
そ
び
え
る
白
い
巨
岩
群
に
、

こ
の
島
の
神
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

沖
ノ
島
の
神
祭
り
が
本
格
化
す
る
四
世
紀
後
半
と

い
う
時
代
は
、東
ア
ジ
ア
の
情
勢
が
大
き
く
変
化
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
四
世
紀
、
中
国
大
陸
で
は
統
一

帝
国
の
晋し

ん

が
衰
退
・
滅
亡
し
、朝
鮮
半
島
で
は
北
部

の
高こ

う

句く

麗り

が
南
部
の
百く

だ
ら済
・
新し

ら
ぎ羅
に
圧
力
を
加
え
、

不
安
定
な
情
勢
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
列
島
で
は
、

三
世
紀
、大
和
地
域（
奈
良
県
）を
中
心
に
、日
本
国

家
の
原
形「
倭
国
」が
成
立
、四
世
紀
後
半
に
は
、高

句
麗
の
圧
力
を
受
け
た
朝
鮮
半
島
南
部
と
倭
国
と
の

間
で
、そ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
始

め
て
い
た
。
沖
ノ
島
で
本
格
的
な
神
祭
り
が
始
ま
る

の
は
、ま
さ
に
、こ
の
時
期
で
あ
る
。
倭
国
の
中
心
、

大
和
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
南
部
へ
い
た
る
最
短
の
航

路
に
沖
ノ
島
は
位
置
す
る
。そ
こ
で
の
神
祭
り
は
、四
・

五
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
で
最
古
の
も
の
は
、巨
岩
群

の
最
も
高
い
部
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。
第
一
六
号
遺

跡
・
第
一
七
号
遺
跡
・
第
一
八
号
遺
跡
は
、そ
の
代

表
格
だ
。
直
径
が
二
七
セ
ン
チ
以
上
に
も
な
る
巨
大

な
銅
鏡
、緑
色
の
石
で
作
ら
れ
た
腕
輪
、緑
色
に
輝

く
翡ひ

す
い翠
の
勾
玉
、多
数
の
刀
剣
類
な
ど
、豊
富
な
品
々

が
、
巨
岩
周
辺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
四

世
紀
、大
和
地
域
で
貴
人
の
墓「
古
墳
」に
納
め
ら
れ

た
品
々
と
共
通
す
る
。
当
時
、最
も
貴
重
な
品
々
が
、

沖
ノ
島
の
神
へ
と
捧
げ
ら
れ
、神
を
象
徴
す
る
巨
岩
へ

と
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

國
學
院
大
學  

神
道
文
化
学
部
教
授  

笹
生 

衛 ３

沖
ノ
島
祭
祀

―
―  
沖
ノ
島
祭
祀
の
起
源  

―
―

17号遺跡出土の銅鏡「鳥
ちょうもんぶちほうかくきくきょう
文縁方格規矩鏡」（直径27.1cm）
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【
紙
に
書
か
な
い
古
文
書
１
】

神
宝
館
の
文
献
史
料
を
紹
介
す
る
小
欄
で
あ
る

が
、
実
は
文
字
は
紙
に
書
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

例
え
ば
、阿
弥
陀
経
石
。

阿
弥
陀
経
石
は
、「
平
家
物
語
」の
中
で
信
心
深

く
理
想
的
な
人
物
に
描
か
れ
る
平
重
盛
が
、中
国
に

砂
金
を
寄
進
し
た
答
礼
と
し
て
送
ら
れ
た
が
、時
既

に
平
家
滅
亡
後
で
あ
り
、や
む
な
く
宗
像
に
留
め
ら

れ
た
と
い
う
渡
来
説
話
を
ま
と
う
。し
か
し
な
が
ら
、

経
石
に
彫
ら
れ
た
銘
文
＝
文
字
が
歴
史
的
事
実
を

語
る
。
文
字
に
解
き
明
か
さ
れ
る
歴
史
を
紐
解
こ
う
。

笠
石
と
板
状
の
本
体
と
礎
石
か
ら
な
る
全
高
約

一
五
〇
㎝
の
石
造
物
で
、本
体
の
一
面
に
阿
弥
陀
仏

坐
像
、も
う
一
面
に
阿
弥
陀
経
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

制
作
地
は
中
国
南
宋
、年
代
は
大
宋
紹
熙
六
年
、日

本
年
号
建
久
六
年（
一
一
九
五
）。
注
文
主
は
宗
像
大

宮
司
氏
国
で
、そ
の
意
図
は
、亡
く
な
っ
た
父
親
氏

実
の
供
養
と
社
内
・
一
族
の
現
世
安
穏
・
極
楽
往
生

を
願
う
も
の
で
あ
る
。
氏
実
は
当
時
、隆
盛
を
誇
っ

て
い
た
貿
易
都
市
博
多
に
居
留
し
て
い
た
南
宋
商
人

王
氏
の
娘
を
妻
に
迎
え
て
お
り
、彼
女
が
氏
国
の
母

親
で
あ
っ
た
。
氏
国
は
母
の
助
言
、出
自
の
縁
か
ら

阿
弥
陀
経
石
を
南
宋
に
求
め
て
取
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

氏
国
に
は
氏
忠
と
い
う
弟
が
あ
り
、彼
も
ま
た
南

宋
商
人
張
氏
の
娘
を
妻
と
し
た
。
張
氏
の
娘
は
氏
忠

に
先
立
た
れ
た
後
も
宗
像
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、分

け
与
え
ら
れ
た
領
地
も
所
有
し
て
い
た
。
彼
女
は
、

亡
く
な
っ
た
舅
姑（
氏
実
・
王
氏
娘
）、夫
の
菩
提
を

弔
う
た
め
に
、阿
弥
陀
経
石
に
領
地
の
中
か
ら
土
地

を
寄
進
し
て
い
る
。
経
石
に
捧
げ
る
花
・
灯
明
・
香

を
賄
う
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

宗
像
大
宮
司
家
の
南
宋
と
の
物
質
的
な
貿
易
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
人
と
人
と
が
心
で
つ
な
が
る
深
い

交
流
の
あ
り
さ
ま
が
具
体
的
に
よ
み
が
え
る
の
で
あ

る
。	

（
河
）

神
宝
館
だ
よ
り
８

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・西日本菊花大会

西
日
本
菊
花
大
会
開
幕

昭
和
四
十
六
年
、昭
和
の
大
造
営
を
記
念
し
て

始
め
ら
れ
、今
年
で
四
十
七
回
を
数
え
る
西
日
本

菊
花
大
会
。
境
内
は
九
州
各
県
・
山
口
の
菊
愛
好

家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
約
二
千
鉢
の
菊
花
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
宗
像
の
秋
を
彩
る
菊
花
展
、是
非

ご
覧
下
さ
い
。

阿弥陀経石

◆
会
期	

平
成
二
十
九
年

	

十
一
月
一
日
～
二
十
二
日

◆
時
間	

九
時
～
十
七
時

◆
会
場	

宗
像
大
社
境
内

◆
入
場	

無
料



山や
ま

椿つ
ば
き
咲
き
て
は
散
り
ぬ
半
世
紀
背せ
い
た
か髙
巨き
ょ
ぼ
く木
庭
を
見み

降お

ろ
す	

秋
𠮷　
嘉
範

作
者
の
山
椿
へ
の
思
い
が
見
え
る
歌
。
二
句
〈
花
咲
き
散
り
て
〉
四
句
〈
巨
木
に
育
ち
〉
と
し
て
は
。

青
年
の
顔
と
な
り
た
る
初
男
孫
ほ
れ
ぼ
れ
と
見
る
長
く
生
き
た
き	

北
野
カ
ズ
ミ

青
年
ら
し
く
育
っ
た
孫
に
頼
も
し
さ
と
愛
お
し
さ
を
感
じ
る
作
者
。
結
句
は
〈
生
き
た
し
〉
に
。

地
の
結
ぶ
絆き
ず
なは

断
た
れ
幾
条
の
絆ほ
だ

へ
と
か
わ
る
故ふ
る
さ
と郷

の
血
は	

早
川　
祥
三

地
縁
・
血
縁
が
薄
く
な
る
現
在
の
傾
向
だ
が
、
親
族
が
離
れ
住
む
こ
と
を
寂
し
く
思
う
作
者
だ
ろ
う
。

も
し
か
し
て
巫
女
さ
ん
た
ち
も
世
界
遺
産
？
み
ど
り
の
楢
を
冠
と
し
て	

山
﨑　
公
俊

作
者
は
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
を
祝
い
楽
し
ん
で
い
る
。
四
句
〈
～
の
楢
の
葉
〉
に
。

わ
れ
の
死
は
い
か
な
る
形
で
く
る
な
ぞ
む
田
の
畦
分
ち
彼
岸
花
さ
く	

豊
田
ミ
ツ
子

今
は
ま
だ
未
来
の
死
を
、
不
安
と
興
味
を
交
え
て
想
像
す
る
作
者
だ
ろ
う
。
三
句
は
〈
来
る
な
ら
ん
〉」。

川
添
い
の
稲
田
広
が
る
宮
若
に
三
度
目
の
苗
箱
ハ
ウ
ス
に
満
て
り	

萩
原　
　
勉

よ
く
ハ
ウ
ス
の
中
の
農
作
業
を
見
て
い
る
作
者
。
初
句
は
〈
川
添
い
に
〉
と
助
詞
を
変
え
た
い
。

オ
ク
ラ
の
実
雨
に
て
ひ
と
日
見
ら
ぬ
う
ち
中
指
よ
り
も
長
く
な
り
た
り	

佐
々
木
和
彦

植
物
の
成
長
へ
の
感
動
が
よ
く
表
れ
、
長
さ
の
具
体
が
効
い
て
い
る
。
三
句
は
〈
見
ぬ
う
ち
に
〉。

遠
き
日
を
偲
ぶ
勝
浦
の
白
砂
の
松
の
木
そ
よ
ぐ
風
の
音
し
て	

上
妻　
真
次

美
し
い
景
な
の
だ
が
遠
き
日
と
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
、
あ
と
少
し
具
体
が
あ
れ
ば
と
惜
し
ま
れ
る
。

ひ
と
夏
の
暑
さ
に
堪
へ
し
百
日
紅
庭
の
木
の
間
に
彩
り
を
添
ゆ	

森　
　
龍
子

初
秋
の
百
日
紅
、
作
者
も
一
息
つ
い
た
よ
う
な
静
か
な
歌
。
結
句
は
〈
花
の
色
添
ゆ
〉
で
も
良
い
。

か
か
し
さ
え
ま
ど
ろ
む
間
な
く
次
々
と
稲
刈
り
進
む
市
街
地
の
田
よ	

本
田
エ
リ
ナ

市
街
地
で
進
む
稲
刈
り
。
そ
の
活
気
を
案
山
子
で
表
現
し
た
歌
。
結
句
は
〈
～
は
〉
と
留
め
た
い
。

ポ
ス
ト
ま
で
手
紙
を
出
し
に
出
か
け
れ
ば
二
匹
の
猫
は
付
い
て
歩
き
し	
大
和
美
由
紀

作
者
と
猫
達
の
仲
の
よ
さ
が
微
笑
ま
し
い
。
三
句
以
下
〈
行
く
わ
れ
に
～
猫
が
ま
つ
わ
り
付
き
来
〉
と
。

採
り
し
子
が
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
な
と
彼
岸
花
オ
ヽ
ア
リ
ガ
タ
シ
と
す
ぐ
み
佛
に	

山
本　
静
子

子
と
の
会
話
を
使
い
素
直
に
詠
ん
だ
歌
。
子
の
言
葉
を
括
弧
に
入
れ
る
と
分
か
り
易
く
な
る
だ
ろ
う
。

灯
籠
の「
よ
へ
ほ
」か
げ
ろ
う
盆
浴
衣

早
川　
祥
三

祖
父
の
家
お
も
へ
ば
う
か
ぶ
お
下
が
り
の

叔
母
の
四
つ
身
の
萩
の
花
が
ら

わ
が
眼
に
は
陽
に
か
が
や
け
る
紅
葉
が

い
た
く
控
へ
目
カ
メ
ラ
で
撮
れ
ば

◆ 

選 

者 

詠

11

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
５
回

第
６
４
８
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
九
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

宗
像
市	

古
賀　
智
己

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

北
九
州
市	

竹
田　
早
希

北
九
州
市	

竹
田　
春
美

福
岡
市	

福
岡
広
告
協
会

宗
像
市	

嶺　
　
俊
光

三
〇
、〇
〇
〇
円

金
沢
市　
　

  

梶
谷 

晋
弘
・
眞
理

一
〇
、〇
〇
〇
円

我
孫
子
市	

宗
岡　
恒
雄

生
駒
市	

渡
部　
一
博

名
古
屋
市	

安
田　
聡
史

日
高
郡	

森　
　
　
徹

福
岡
市	

河
野　
光
明

八
千
代
市	

一
條　
洋
人

六
、〇
〇
〇
円

糸
島
市　
　
　
国
分 

一
美
・
浩
一

五
、〇
〇
〇
円

荒
川
区	

夏
野　
　
苺

出
雲
市	

勝
部　
利
男

市
川
市	

志
村　
　
修

浦
安
市	

石
原　
秀
之

京
都
市	

土
田　
祐
子

京
都
市	

前
田　
大
介

古
賀
市	

野
呂　
克
吏

さ
い
た
ま
市	

宗
像　
　
努

杉
並
区	

國
定　
利
浩

世
田
谷
区	

田
代　
真
弓

世
田
谷
区	

戸
井
田
克
彦

世
田
谷
区	

入
江
さ
や
か

た
つ
の
市	

姫
田　
耕
道

福
岡
市	

松
岡　
三
貴

松
浦
市	

山
村　
一
賀

港　
区	

津
村　
実
佳

宮
若
市	

森　
　
竜
一

宗
像
市	

福
島
み
ゆ
き

宗
像
市	

吉
田　
一
直

山
口
市	

藤
本　
克
児

横
浜
市	

村
上　
　
有

三
、五
八
〇
円

横
浜
市	

脇
田　
健
一

三
、〇
〇
〇
円

足
立
区	

俵　
　
澄
江

荒
川
区	

藤
田　
和
彦

茨
木
市	

井
上
か
よ
の

大
阪
市	

福
地　
昭
義

北
九
州
市	

梅
田　
正
壽

福
岡
市	

井
上　
康
博

ふ
じ
み
野
市	

玉
城　
康
子

二
、〇
〇
〇
円

一
関
市	

熊
谷　
　
冗

大
阪
市	

三
木　
慶
子

岡
山
市	

米
田
誠
一
郎

川
崎
市	

原　
　
恵
里

川
崎
市	

佐
藤
た
か
の

北
九
州
市	

播
磨　
和
行

北
九
州
市	

平
塚　
　
勝

神
戸
市	

北
浦
き
し
子

相
模
原
市	

塚
本　
純
子

立
川
市	

伊
藤　
正
明

調
布
市	

中
島　
由
子

津
山
市	

田
中　
重
穂

豊
田
市	

中
川　
邦
子

中
野
区	

森
本　
文
子

名
古
屋
市	

佐
原　
元
恵

広
島
市	

武
田　
　
博

広
島
市	

橋
本　
リ
エ

福
岡
市	

河
邉　
光
臣

福
岡
市	

伊
関　
豊
明

福
山
市	

清
水
八
十
八

富
士
市	

成
田　
寿
子

松
戸
市	

阿
部　
達
宣

松
山
市	

一
色　
剛
志

目
黒
区	

佐
藤　
信
子

盛
岡
市	

小
田　
淳
一
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▼
人
生
の
節
目
に
は
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
神
社
で
の
神
事
が
関

わ
っ
て
い
る
▼
初
詣
、
節
分
、
初
宮
参
り
、

七
五
三
・
・
・
秋
に
は
特
に
七
五
三
詣
で
お
参
り

に
来
る
方
が
多
い
▼
お
子
さ
ん
の
成
長
を
神
様
に

お
見
せ
し
、
今
後
の
ご
加
護
を
祈
念
す
る
、
そ
ん

な
七
五
三
詣
で
賑
わ
い
、
境
内
は
菊
花
が
咲
き
誇

る
な
か
、
様
々
な
子
ど
も
た
ち
を
見
る
▼
お
め
か

し
し
た
ま
ま
眠
っ
て
る
子
、
泣
い
て
し
ま
う
子
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る
子
・
・
・
▼
ど
ん
な

子
ど
も
も
か
わ
い
い
が
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う

思
い
を
私
達
は
背
中
に
受
け
、
ご
神
前
で
奉
仕
し

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。	

（
黒
）

編
集
後
記

11月 まつりごよみ
────────────────────────────

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
３日	 明治祭		 午前10時
────────────────────
15日	 総社月次祭併七五三祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
23日	 新嘗祭		 午前11時
────────────────────
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